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論文内容の要旨
【はじめに】旧来からの日本型の食生活では.以前より食塩の過剰摂取が問題となっている。そのため，
減塩努力目標という観点にたって，目標摂取量を1日当たりlOg以下としてきた。
ー方，ナトリウムの最小必要最はナトリウムを摂取しないときの尿，糞便，皮膚などから排池されるナ
トリウムの総和であるとされている。この不可避損失量は成人 l人当たり.21.7mmo](500mg)1日程度.
食塩相当量で1.3g1日以下とされている。
しかし不可避損失量を最小必要量とする考え方は，ナトリウムバランスや，ナトリウム代謝などが考
慮、されていない。
本研究は食塩無添加食の摂取によるナトリウムバランスや，ナトリウム代謝等を観察し.わが国の健康
成人のナトリウム最小必要量に関する基礎資料を得ることを目的とした。
【方法】日常の生活活動(第5次改定H本人の栄養所要量に示される生活活動強度II)が十分に維持でき
ることを条件として，食塩系調味料などを一切使用しない天然、の食材のみを用いて食塩無添加食を調整し，
健康成人16名(男性.20歳から39歳)に摂取させた。
日常食から直ちに食塩無添加食を摂取させる急激な誠塩と，日常食から段階的に減塩しながら，食塩無
添加食を摂取させる緩徐な減塩の 2系統の実験を行った。 1回の実験での被験者は3名から 5名とし.各
系統共，それぞれ2田.計4阿の実験を実験条件の整合性や発汗などのことを考慮して，毎年秋期から初
冬にかけて. 1990年から1993年の連続4年間実施した。
検査項目は，身体計測，血圧測定， 24時間蓄尿，血液検査(アルドステロン，抗利尿ホJレモンを含む).
実験食・尿中・糞便中・汗中のナトリウムカリウムカルシウム.マグネシヴムの測定投びナトリウム
バランススタディなどである。なお，尿中，糞便中，汗中及び実験食中のミネラルは原子吸光法により測
定した。
【結果】 1).食塩無添加食のナトリウム実測値は， 34.1mmol (食塩相当量約2g)となったc 2). 要
因加算法による 1日当たり総ナトリウム排池量は2系統ともに14.7mmol(食塩相当量約1g)であった。
3 ).食塩無添加食を摂取したとき，次のような現象が観察された。①ナトリウムバランスは 4回の実験
ともに正となった。②アルドステロンの分泌が顕著に高進し尿細管ナトリウム再吸収率は99.95%まで
上昇した。③原中カリウム排池量はベースラインに比べて有意に増加し.尿中カルシウム排池量は有患に
減少した。④血清カリワム，血清カルシウム.血清尿酸は有意に増加した。⑤食塩無添加食摂取時の7日
同あたりでは.被験者全員が食塩への垂誕!惑を訴えた。
【まとめ】成人男性のナトリウム最小必要量は食臨無添加食を摂取したときのナトリウムバランスやナト
リウム代謝などを検討すると. 1日当たり34.1mmolよりも多いことを明らかにした。
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論文審査の結果の要旨
ナトリウムの最小必要量はナトリウムを摂取しないときの尿.糞便，皮膚などから排増されるナトリウ
ムの総和であるとする不可避損失量とされてL喝。本研究は食塩無添加食を摂取した場合のナトリウムバ
ランスおよびナトリウム代謝の変動が体液の調節機能に及ぼす影響などを観察し，ナトリウム最小必要量
に関する基礎資料とすることを目的とした。
対象は健康成人16名で4年間にわたり同じ時期に実施した。実験食は食塩以外の栄養素は栄養所要量を
すべて満たした天然、の食材のみにより食塩無添加食を調整したc
食塩無添加食に至る過院は円常食レベルから直ちに食塩無添加食を摂取する急激な減取と段階的に減塩
しながら，食塩無添加食を摂取する緩徐な減塩の2系統に分け実験した。
食塩無添加食のナトリウム実iWJ値は苧均値で34.1mmol/日(食塩相当量1.9g)であった。
食塩無添加食を7日ないしllR間慎取した時，①体重の変化はベースラインに比べて全体で有意に減少
した (P=0.01)が収縮期血圧.拡張期血圧は2系統共に有意な変化はみられなかった。②血清ナトリウ
ムはベースラインに比べて， 2系統共に正常範囲内ではあるが有意に低下した (P=0.01)。③尿中ナト
リウム排湘量は 2系統共に有意に減少した (P=0.01)。④尿細管ナトリウム再吸収率は 2系統共に有意
に増加した (P=0.01)。⑤2系統の実験共にナトリウム出納は疋となり，血紫アルドステロンは顕著に
増加 (P=0.01)，血策抗利尿ホノレモンは低下 CP=0.03)した。⑥尿中カリウム排池量は有意に増加し，
カリウムバランスは負となった。したがって，尿中ナトリウム，カリウムの濃度比はベースライン値に比
べて，有怠な低下を示した (P=0.01)。⑦尿巾カルシウム排池量は有意に減少しカルシウムバランス
は正となった。
食塩無添加食に対する自覚症状として実験7目白あたりから被験者全員が食欲不振を自覚し.ナトリウ
ムに対する垂誕感を強く訴えるようになった。
ゐ;実験により食堀無添加食に含有するナトリウム34.1mmol/円の摂取量では体液の調節機能に影響があ
り，ナトリウム最小必要量は不可避損失量を単に補う量でないことを明らかにした。
以上の成績は成人におけるナトリウム最小必要量は34.1mmol/日より多いことを示唆するものであり，
予防医学領域において食塩摂取量に対する有用な知見を提供するものと認められる。よって著者は博士
〈医学)の学位を授与されるに値するものと判定した。
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